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        1．緒  言

 ダニの類によって引き起される害は，農産物を

含めての植物や樹木に損害を与えることと共に，

直接的，間接的に人体にも病害を与え得ることは

すでに多くの人々に知られた事柄である．すなわ

ち疾病を起すものとしては，皮膚炎の原因となる

イエダニ類，ワクモ類，マダニ類，ニキビダニ類

ヒゼンダニ類，コナダニi願等が認められている．

特にわれわれにとって問題となるダニのi類は，伝

染病の媒介を行なう種類でRickettsia症の媒介

動物としてのイエダニ類による発疹熱，ツツガム

シ類により惹起されるツツガムシ病，マダニ類に

よるQ熱，ロッキー熱等はよく知られたものであ

る，Virusの媒介としてはマダニ類によるダニ

半時，ワクモi類によるセントルイス今町等の平沙

が見られ，Spirochaeta症としてマダニi類によ

って再帰熟が，トゲダニ類によってレプトスピラ

症が惹起されている．その他知られているものと

して，細菌性の伝染病としてマダニ類による野免

病等が挙げられる．

 比較的新しい人体病害としての人体内ダニ症の

問題はコナダニ類，ホコリダニ類，ツメダニ類に

よって引き起されるが，この人体内ダニ症の多く

は食品，薬品類等に発生したこれ等のダニ類が，

経ロ的に感染し上記の疾病を起こす竜のと思われ

る、

 このコナダニ類をも含めたホコリダニ類，ツメ

ダニ下等のダニが，食品に発生して医学的に問題

とされたのはかなり古くからのことである．また

コナダニ類は一一一般に考えられているよりもずっと

広汎にわオ！．われの身辺に存在しているもので，身

近なところでは，あらゆる食料品店の種々の食品

の中に，また米麦，小麦粉等を始め，いろいろな

貯藏食品を売る店や，これ等を格納した倉庫の中

に，もっと広くは外国から輸入した食料の中にコ

ナダニ類は存在して，荷上げ倉庫の中に旺盛に繁

殖しているものである．われわれのもっと卑近な

例では，薬局の薬品棚，薬品爆，診療室の中に

も，もぐり込み，繁殖を繰返しているようであ
る．

 コナダニ類の研究は一般に認識されていない領

域ではあるが，かなり普遍的に人間の生活に浸透

し重大な影響を及ぼしていることを知れば無関心

‘ではいられない問題の一つである．

 コナダニ類の研究は外国では18世紀に，すでに

サけダニ，ネダニ，イエニクダニ等は文献に記

載されており，以後食品の害虫として，とくに農

業害虫として注目されその生態や駆除が行なわ

れ，その報告も数多く見られてきた．しかしコナ

ダニ類を専門として，この領域の分類が近代化し

たのは1940年以後のことであり，近年に至り，続

々多くの種類が追加報告されるようになった．

Ryukeh SHIRASAKA （Depertment of Parasitology， TDkyo Women’s Medical College）：

the breeding of grain miteS．

Studies on
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このよ；うに外甲特に欧米では騨娼の害虫と

して農業方面から脚光を浴びたの忙くらべ，わが

国では，その研究史は医学者の問で断片的な業績

として発表されて来た．すなわち始め人尿中にダ

ニを発見し，これが泌選球症状を起す痛源と考え

た．最初の三宅，・Scribaの論文に源を発して以

後人の糞便，尿，喀疫などにコナダニやホコ

リダニの類と考えられるダニの報告論丈が100以

上も発表されて，“人体内ダニ症。なるものが問

題となり，最近に至っては外国でも，その人体内

のダニを報告する論文が散見されるようになっ

た．終戦後になって輸入砂糖にダニが見出された

ことからコナダニ類に対する関心が深まり，その

種類の検索が改めて確立されるようになり，コナ

ダニ類の研究も特に活発となってきた，

     コナダニ類の病害について

 コナダニ類とはその分類学上では，節足動物門

Arthropodaの，クモ綱Arachnoideaの，ダニ

目Acarinaの中の無気門亜目 Sarcoptiformes

に属する動物で，この一群には数多くの種類があ

り，多くの科にまたがっており，いろいろな食品

類の中にそれぞれ見出されている．

 その一匹の大きさは0．7mm以下の小形である

が，19中の殻粉の中に数百匹から数千に及んだ

り，また1平方米の倉庫床面に対し約1億近い数

が堆積して人間の目にはつきりその存在がわかる

程のものである．佐々学11）12）

 このような状態で食品に発生をみた場合，その

存在が1匹であるかぎりは問題はさして重大なも

のではないが，大形の昆虫類などに比較して，そ

の衛生上の意義はすこぶる大きいものと思われ

る．

 このように多数のコナダニが発生すればその食

害だけでも大きな損害であるが，，その他食品の変

質やカビの発生，外観の異常等を来たし食用に供

し得なくなることは論を待たず，．他ρ実害を及ぼ

すものでその実例を二三挙げて見ると，食糧倉

庫の例をとると飯田（1952）7・）の報告に零れ1ま，約

6000’屯の輸入小麦および大麦の貯藏倉庫の床上1

平方米あたり推定ダニ数1380：万ないし5500万匹に

及ぶコナダニ．が発生し，労務者のほとんど全員が

ダニによる掻痒性皮膚：炎を起した．食料品店の例

では，．細谷ら（1954）佐々（1954）12）よりの調べでは

20例の食品でのコナダニ類の検出率は，味噌100．

％，煮干し85．0％，砂糖65．0％，チーズ53．7％，

一カリントウ65．0％等のはなはだ高い成績を見た．

また最近の新聞紙上を賑わしたものでは，チョコ

レート，乳児用コナミルクおよび七味唐がらし等

にコナダニ類が発生して，その商品の売行きが著

しく落ちたことも未だ耳新しい事柄である．

 以上のことから，このような状態での食品類が

知らずに食用に供されていることも自然多いもの

と考えられ，色Rな症例から推定して生きたまま

のダニを食べることの危険は否定できないものと

思われる．もちろん1匹のダニが店頭に，また製

品にたまたま現われたからとて，赤痢菌等の細

菌，ビールスの検出と同等に老え驚き騒ぐことが

当らないのは先にも述べた通りではあるが，やは

り一歩先を労え，少なくともコナダニ類の発生を

防ぐべき処置はやはり望ましいものと考えられ

る．

 衛生害虫としてのコナダニ類による実害の例を

2，3挙げると，まず皮疹が挙げられる．これは

コナダニ類が皮膚を刺したり，かちったりした直

接的な害と，今一つは，アレルギー性の皮疹とがあ

り，いずれもがはげしい擁みを伴うもので外国で

は古くから報告され，その実例としてヴァニラ豆

を扱う労務者に多く見られる皮膚炎をVanilliSt

mUSといい，乾物店の店員に多数発生するものを

grocer’s itch （乾物屋皮膚炎）パン屋に多く見

られるBaker’s itch，セイロン島での椰子のコ

ブラを扱う労務老に起るものをCopra itch等が

実害として挙げられるものである．わが国でも最

近に到ってこの方面の報告も見られるようにな

り，特に新しい畳を入れた家で盛痒性皮膚炎が起

った例が数多く報告されている．佐々学12）

 その他では気管支喘息や慧麻疹などのアレルギ

ー性疾患を起す原因となっている．Ancona（1932

年）．．佐々．q学帽より｝まシラミダニを含む殻物

から起つた気管支喘息を報告している．この他で
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は先に述べた三宅らによる入尿中からのダニの検

出によるf‘人体内ダニ症”なるものが問題視され

てきた．糞便にダニが見出された慢性および急性

の頑固な腹胤下痢血便を伴う消化系ダニ症
尿中にダニが見出され血尿，・蛋白尿，．．浮腫，その

他広義の腎炎様症状を伴う泌尿系ダニ症，および

喀擁中にダニが認められ，咳や丁丁を伴い気管支

喘息様や肺炎様，または肺浸潤様の症状を呈する

呼吸系ダニ症等，今までに報告されてきた．この

他の報告では，胆汁，胆嚢内，又は腹水，腫瘍内

などからダニが見出され，それぞれ該当症状のあ

るものがあり，重症，軽症，慢性，急性と種々な

経過を見ている．すなわちダニによる人体内ダニ

症では，＝全く無症状ですごすものから致命的経過

をとった症例まで色rtな段階が認められている．

またその発生も軍発の揚合が多いが，集団発生の

例も稀でなく報告を見ている．

      コナダニ類の繁殖条件

 以土の如くコナダニ類は人体内の偶発寄生を含

め，食料品としての殻物，殻粉，野菜類やその加

工品，味噌，砂糖，乳製品，獣肉製品，干魚製

品，薬品とくに酵母剤，ビタミン剤，その他澱粉

を加えた錠剤等に，この他広くは植物の体表，家

庭の周辺のゴミ堆積場，便池の表面，カビの発生

した表面，近くはわれわれの実験室内でシャーレ

の平板内ゼ試験管内，細菌類の培地内等あらゆ

る場所に存在レ繁殖している．．特にわが国では，・

フォダテ類のうち，ケナガコナダニ，ホシカダg

が数多く見られている．

 しかしコナダニが発生繁殖するには，いついか

なる時，自由にというわけでなく，他の生物同

様，好適な条件がその繁殖に必要なことはもちろ

んで，その要因となるものは，湿度，温度および

栄養の3つである．これ等の条件が好適であれば

約2週間で1世代をくり返し，1カ月で数百倍の

繁殖率を示している．1961年の三浦ら10）によると

・25。Cで1日に雌1匹が平均12個の卵を産み，成虫

になるまで12日を要し，12日目から16日目までに

ほとんど産卵し2代目となっている有様にその繁

殖力は好適下では非常に旺盛なものである．

 繁殖の一条件となる温度の影響は，その発育に

ついて一般の昆虫やダニと同様に，冬は少なく夏

に多いことは広く経験されている通りであるが，

種類によりその適温の範囲が異なりアシブトコナ

ダニでは22。Gで173倍，36。0では死滅し，ケナガ

コナダニでは25PCで243倍，ムギコナダニでは36

。C35～52倍の報告がみられる．教室での実験結果

を述べるとサヤアシニクダニで85RH％で4週で

30匹が283匹と増している．

 ムギコナダニで85％RH 30℃，0．59中6週

表1 コナダ＝類の繁殖状況の比較第6週（一種のみの培養の場合）

  乾燥酵母剤       数字は試料O．59中のダニ数

種  類 四駅温・1室温・［・・℃ 2sec ・・℃い・℃

ム ギ コ ナダニ

サヤァシニクダこ

ケナガコナダニ

640／oRH
75

85

94

64

75

85

94

64

75

85

19

34

32

23
1

工9

7

，3

36

50

11

30

258

313

95

22

216

114

464

12， 720

8， 200

4， 340

1

55

37

27

12

4， 913

2， 313

i66

8， 960

／5， 680

2， 050

0

17

250

255

o

11， 073

1， 600

74

5， 080

19， 440

o

o

2

77

14

o

5， 034

487

o

D

2， 920

2， 050

o

o

o

室温1． 最低3．5。C最高10．5℃

室温2」 最低4，5℃最高18．5。C
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目で30匹が19，440，ケナガコナダニで75％RHで

25。C 8週で13，240と増殖がみられた．またコナダ

ニ類は高温に対して弱いことは論をまたず，ケナ

ガコナダニについて淺沼（1950年）によると40。C

』では480分，45。Cでは35分，51。C以上では5分以

内に死滅していることを認めている．逆に低温に

対してはかなり一・般に強く，Schulze（1924）13）

によるとゴミコナダニが一8。Cに24時間おいて30

％が生存していることを認めている．またピホプ

ス（移動若虫）では一7。Cに72時間耐えているこ

とを述べている．

 適当な温度と共に繁殖には適当な外気湿度およ

びその食品の水分含：量が重要な意義をもつてい

る．これはコナダニ類が特別な気管をもたず，体

表での呼吸およびこSからの水分蒸発が考えられ

るから特に湿度に対して敏感に反応する次第であ

る．

 ケナガコナダニについて，われわれの行なった

実験によると，温度は25℃にとり，環境湿度それ

ぞれ100％：RH，77％：RH，75％RH，43％RHに

固定して，エビオス中にケナガコナダニを入れた

場合，最初の中は環境湿度の高い100％RHに多

数のダニの発生をみたが，日がたっにつれ，その

水分含量に関係なく10週での比較は77％，75％R

Hの高値にて29中300匹のダニが最高で，約8

5，000，77，000匹に増殖していた．水分含量とは，・

食品によりそれぞれ異なるものであるが，これが

空気中の湿度と同様ダニの繁殖に密接な関係があ

るが，われわれの実験の結果から到断ずると，繁

殖の始めのうちでは重要な1要素であるが，時間

の経過と共にこれは環境湿度に合併されるもので

あることが溶断された．

表2 各種食品におけるケナガコナダ＝の繁殖状況（1）

  湿ff750／oRH  温度25．0℃

食 品 名

白チーズ

ナチュラルチーズ（1）

ナチュラルチーズ（2）

エビオス

粉末飼料（1）

イリ糠

五分円き米

フスマ

黄名粉

ミルクチョコレート（ユ）

チンピ

白 米

小麦粉

ミルクチョコレート（2）

カツオけずり節

ポタージュの素

七味（並質）

サバけずり節

用味（上質）

サンショ

ゴマ（白）

フリカケ

始めの水
分含量：

42， O％

4． 4

6． 6

7． 0

12． 0

10． 0

7． 5

12． 0

IL5
10．0

9．2

7．6

11．8

14． 5

11． 9

15． 7

5． 2

4． 4

1ヵ月復

位順

t

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

19当り
のダニ数
34， OOU

8， 500

2， 196

1， 952

1， 612

1， 154

768

652

435

346

270

242

214

214

206

198

172

163

1，60

136

106

98

這出し個
体
3， 440

3， 520

279

1， 288

2， 584

2， ！76

498

1， 512

3

255

307
403

177

73

o

183

224

492

ユ52

60

ユ77

62

2ヵ月後

順位｛あ露華

1

2

7

4

6

3

8

エ0

22

5

31

20

27

30

25

12

11

21

16

41

36

161， 6UU

23，200

2， 720

18， 030

2， 9DO

22， 040

2， 430

784

235

3， 050

56

342

88

66

93

536

560

237

446

2

26

38 10

 2ヵ月
比
 1ヵ月
4． 73

2． 74

1． 27

9． 25

1． 79

19． 10

3． 16

Z21
O． 54

8． 53

O． 21

1． 41

O． 41

O． 31

O． 45

2． 71

3． 26

1． 46

2． 79

O． Ol

O． 25

O． 11

3ヵ月後

順位

2

3

5

9

17

4

8

一11

28

6

16

13

20

26

14

10

33

12

15

31

24

19当り
のダニ数
160， 80U

52， 800

6，700

940

234

27， 680

1， 052

890

6

5， 760

314
736

60

o

10

394

894

2

770

354

4

32

 3ヵ月
比
 1ヵ月
4． 71

6． 22

3． 05

O． 48

O． 15

23． 99

1． 37

1． 37

O． O1

16． 65

1．16

3． 04

O． 28

o

O． 49

L 99

5． 20

O． O1

4． 81

2． 60

O． 04

O． 33
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表3表 各種食品におけるケナガコナダニの繁殖状況（2）

食 品 名

ケ  シ

クズ粉

粉末飼料（2）

トウガラシ

粉チーズ

スキムミルク（1）

椎 茸

ビスケット

白チーズ（2）

小 豆

麻の実

タソナルビソ

片栗粉

辛子粉

コショーn

酒 粕

カレー粉

ゴマ（黒）

煮干し

ワサビ粉

スキムミルク（2）

玄 米

固形飼料

始めの水
分含量：

5． 2

15． 2

6．6

14． 6

5． 4

5． 9

42． 0

12． 4

7． 3

3． 5

16．8

8． 4

！0．2

1ヵ月後

順位

z3

24

25

・26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

39．6 1 38

7．2 1 39

6．5

6．4

5． 4

11．4

40

41

42

43

44

45

19当り
のダニ数
92

90

83

76

68

66

60

58

56

56

54
38

36

36

34

34

30

20

13

12

6

3

o

這出し個
体
92

80

o

69

85

138

o

28

154

2

le7

97

55

71

52

7

118

255

70

204

o

32

3

2ヵ月後

順位

29

37

25

18

34

38

17

35

28

32

15

33

42

42

40

9

42

14

18

42

13

24

23

讃劃比鴇
70

16

93

378

34

10

385

30

86

53

494
46

o

0

1

960

o

498

378

o

505

127

200

U． 76

O．18

L11
4． 98

O． 50

O． ！5

6． 42

O． 52

1． 57

O． 94

9． 15

1． 22

o

o

O． 12

28． 40

o

24． 9

28． 8

o

84． 0

42． 0

200．0

3ヵ月後

順位

？9

22

7

26

31

23

27

28

1

18

33

21

28

25

19当り
のダニ数
132

o

5，0

3，160

o

10

4

42

8

o

6

e

o

o

o

167， OOO

o

／66

2

o

52

6

14

比 3ヵ月
1ヵ月
1． 43

o

O． 60

41． 58

o

O． 15

O． 07

O． 72

O． 14

o

O． ll

o

o

o

o

4， 900． 0

o

8． 30

O． 16

o

8． 66

2． 0

14． 0

 けずりぶしにっいて調べたところによると，コ

ナダニ類の繁殖についての至適湿度は85％RHで

あつた．そのけづりぶしの水分含量については最

初は12．3あるが，コナダニ類の最も繁殖しやすい

水分含：量は21．0であつた．すなわち外気中の湿度

が高くなり本来の水分含量よりもその量：の増すこ

とで，より繁殖し易い条件が付加される次第であ
．る．松本9）

 以上の如くコナダニ類の繁殖条件として問題に

：なるのは温度，湿度（外気中）その永分量を含め

ての湿度であることが明らかにされ，これらの至

適条件下におけるコナダニ類の繁殖状況というも

のを，われわれが常に食用としている食品につい

てどんなものが特にコナダニ類の発生，繁殖に適

しているかどうかを，われわれは特に45品種目に

ついて約3ヵ月間に亘つて検討して見た．その結

果では，湿度75％，温度25。Gの条件下で19中に

約100匹ずつのケナガコナダニを入れた場合，1

ヵ月後の観察では，チーズ類19中34，000匹と検

査試料中最高に殖え，次いでエビオス，粉末飼料，

糠，米，キナコ，チヨコレー｝等の順であつた．

 2カ月後ではやはりチーズ類，wa－Jエビオス，

チョコレート，粉末飼料等がその繁殖に適した食

品であつたが，3カ月目になると，酒粕内で最高

のダニの繁殖がみられた．次いではやはり白チー

ズ，糠，チョコレート等であつたが，問題になつ

たトウガラシも7位に入りこみ，これがダニにと

つて繁殖し易い食品であることが剣明した．逆に

同じ食品でもコナダニ類の繁殖し難い食用として

安全と見える種目はワサビ粉，コシヨウー，カレ

ー粉，片栗粉等であつた．

     薬品中のコナダニ類の発生

 最近一病院で集団的に患者が腹痛，軽い下痢症

状を起したことがあり，われわれの調査の結果，
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         表4 各種薬剤に．おけるケナガコナダこの繁殖状況（．・1’）

 渥度25℃湿度85％RH（KCI）最初の試料の量39． 試料．O．59雪り．のダ串数を宗す

1 無機性薬剤

薬  剤． 名
L製造酬一2・w．．．

．ミョ．Eバン

天然ケイ酸アル．ミニウム

合成ケイ酸アル．ミニウム

重炭．酸ソーダ

ネオノルモサン（ケイ酸アルミニウム）

次硝酸ビスマス

乾燥水酸化アルミゲル

アルシリソ末（ケイ酸ゲル）

ノイトラソ（メタケイ酸アルミ．ソ酸M9：）

東 豊

’．三 土

城 田

吉 田

武 田

鳥 居

中 外

武 田

1三 共

・3

o

o．

，o

9

o

9

o

o

4W
o

o

o

o

ol

o

1

o

o

6W
o

o

o．

o

o

o

o

o

o

・W：い・w！1・W

o

o

o

o

o

o

o

o

o

U

e

o

o

o

o

o

o

o

U

o

o

．o

o

o

．o

o

o

判定半．

屏

C

D
D
D
C

D
c

D
D

皿 有機性薬剤

 （A）無機塩類

薬  剤  二 陣鮒名
蔭酸セリウム

バルコーゼ（CMC・クエソ酸・レモン
酸）

乳酸カルシウム

岩 城

エーザイ

三 共

12．
10

6

38

［4w16wls．
o

o

o

o

o

o

o

o

o

1・・w1・5wi判定；1．

o

o

o

U

o

o

C

Ci
OI”

＊ コ．ナダニ増殖状態の判定基準

  A．高度の増殖のみられるもの（50QperO，59以上）
  B．軽度の増殖がみられるもの（50～400per O．59以上）
  C．増殖はみられないが2週以上生存するもの（49per O；59以下）
  D．直ちに死滅し，2週後に生存の認められるもの

表5 各種薬剤におけ．る．ク’土ガヲ．ナダ．モの繁殖状況（2）

（B）生薬類

薬  剤  名

ゲンチアナ末

フスタギソ

ベラドソナエキス散×100

ホミヵエtキス散×100

ロートエキス散×10

黄マ錠． i大黄）．

ハッカ且歯散×！0

サーピナ×100

ルチン散又10

カンゲノレ（甘草エキス）

製造社名

丸 石

三 共

吉 巨

岩 城

岩 城

山之内

第 一

中 外

3囲・w
30

44

69

2

64

o

o

33

47

n

58

4

4

1

57

o

o

：一50

46

o

6W
20

13

6

o

15

o

o

．50

11

o

8W
o

7

5

o

o

o

o

184

o

o

10W
o

o

o

o

o

o

o

5

o

n

15W
o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

判定

C

C
B

c

B

D
D
B

C

D

1

（C）腸内殺薗剤

h ．薬  剤  名 隣祉名
ラク トミソ

エソテVビォフオルム

エマホルゴム

ビオトモサソ

武 田

チ  ノミ

田 辺

友 田

12w14wi6wisw
158

o

o

o

32

o

o

o

59

’o

o

・o

9

o

0

o

い・W

49

o

o

n

1・swl判定

o

o

o

o

B

D
D
D
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（D）葉緑素製剤

薬 ．剤．．者

メサフィ．リソ

．i並置ii・『2Wl・wl釧・wl．副．

i蜜
マー Oリソ．

キヤベジソU散

工手ザイ

㌦南方
コ：一ウ

o

o

o，

o

o

o

り

o

o

o

o

o

U

o

o

o

o

o

p．

D
D

．表6 ：各種薬剤における．ケナガコナダニの繁殖状況（3）

（E）酵素製剤

薬． 剤 名

i

リ．パ「ゼ

．フロタ・ミラーゼ

パンクレアチン

ガスタミソ散

タカジアスターゼ

ジアスターゼ

エビオス

延怠ペプシン

トロンボーゲン

ヘバト一代末

製造社名

藤沢
帝臓
岩城
中村滝

三共．
東豊’
大H本
ビタミン

大日本

藤沢
田辺

2W
12

32

247

21

58

75

70

463

28

17

・刺・W．．・W

186

614

2， 960

16

1， 196

695

7， 120

140

10W
268

Ol． O
3，600

466．ユ，885

4］ ．． 84

543

3， 055

！90

e

o

952

10． 520
，

35

e

9

51

866

530

o

o

o

3， 660

1， 47e

84

14

170

o

e

c

15W
135

o

o

16

20

16

o

o

Q

o

判周
sti

A
A
（ll；・一1・1

A li

A

B
CJNT Il

C

（F）蛋白．アミノ酸製斉11

薬 剤 名
甲状腺末

タンこソ酸アルブミン

メチオニソ

リジニソ

グルタミン酸

コサミソ

オロトソ散

チオクタン

グロソサン末

製造社名

塁壁
岩城
武田
田辺
宝

中外

藤沢
中外

2W
270

66

28

43

o

4

12

72

85

4W
840

301

2

6

o

o

o

1

5

6W
2， 350

326

o

0

o

o

o

o

o

8W
975

944

o

o

o

o

o

o

o

10W
1， 625

1， 120

o

o

o

o

o

o

o

15W
30

206

0

o

o

o

o

o

o

判定ii

  t
A
A
rl
C’

D
C

C

B
il

表7 各種薬剤におけるケナガコナダニの繁殖状況（4）

（G）ビタミン剤

薬 剤 名
ビタ ミンB1×100

ビタ ミソB2×100

ビタミンK3

ピォタミン

アデロキシソ（B6）×10

アデコソ末（B1十B2十B6十C十ニコチン
アミド）

エデイック散（A十B2十D2十乳酸Ca）

ビタ：プレックス（A十B1十Bh十B6十B12十C）

製造社名

三 共

山之内

武田
三共
ゾソネ

ボード

ゾンネ

ボード

名糖
田辺

2W
102

46

209

10

72

14

o

13

4W
58

70

o

o

2

3

25

1

6W
54

86

o

o

o

2

o

o

8W
30

26

o

o

o

o

o

o

10W
9

76

o

o

o

o

o

o

15W
o

43

o

o

o

o

o

o

判定

B’

B

B
’c

B

C

C
C
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（H）サルファ剤

薬 剤 名 ．IWw・｛・Wl・W｛副・Wl・・Wl・5Wl綻

スルフイソキサゾール

スルフイソミジソ

メリアン

スルキシソ

シノミン

山之内

大日本

大日本

中外
塩野義

。

63

o

o

o

o

’b’

o

o

o

o

o

o

o

n

U

o

o

o

o

o

o’

o

o

o

’o

o

o

o

o

D
B

D
D
D

（1．）抗生物質．．

薬．剤 名
1製造社名1・w［・w

バイヲリソG散

パイシリソV2散

クロロマイセチンパルミテート

・パラキシソドライシロップ

万有
万有
三共
山之内

2

12

341

249

o

o

54

42

・叫8w1・・．1・5w1綻
o

o

90

9

o

o

41

o

o

o

9

o

o

o

30

o

C

c

B

B

       表8 各種薬剤におけるケナガコナダニの繁殖状況（5）

（J）サルチル酸・ピラツオロソ・プリンおよびバルビツール酸等の結昌型薬剤

薬 剤 名
アスピリソ

アエナセチソ

サリ．チラミソ

アミノ安息香酸エチル

アミノヒ。リン

ミグレニソ

テオサリシン

カフェイγ

アミノフィリン

ネオフィリソ

安那加

ザロール

ネオイスコチソ

スルピリソ

ノ・イスタミンx100

アスベゾジ散×10

トランザー末

アドナ散×100

ピリナジソ

カスタソ

アトラキシン

アモバルビタール

プロムウレリル尿素．

ノミルビタール．

ヒ。ラビタール

ウルソ

製造社名

日本化薬

岩城
中外
浜理
第一
住友
田辺
鳥居
鳥居
エーザイ

丸石
岩城
第一
岩城

田辺
山之内

田辺
山之内

コーワ

第一

岩城
田辺

2W
83

21

o

5

5

o

10

50
1

o

o

o

6

2

8

22

o

27

2

24

2

o

go

42

38

46

4W
1

1

2

o

o

o

1

o

o

o

o

o

o

o

2

o

o

33

o

o

o

o

o

o

o

5

6W
o

o

o

o

o

o

2

o

U

o

o

o

o

o

o

1

o

16

3

3

o

o

o

o

o

o

8W
o

o

o

o

o

o

o

o

o

e

0

o

o

o

o

o

o

10

o

o

o

o

o

o

o

o

10W
o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

0

o

o

o

o

o．

o

o

o

o

o

！5W

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

判定

B

C

C

C

C

D
C

B
c

D
D
D
C

C

C

C

D
c

C

C

C

D
C

C
c

C
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表9 各種薬剤におけるケナガコナダニの繁殖状況（6）

（K）賦形剤

薬  剤  名 ［製造社・｛・W【・・1・Wl・．1・・Wi・5W｛縫．

澱  粉

乳  塘
煮÷2gl

liLiil［13 1

31
E 1
12

2

2

1rkl C
B

（L）その他乳糖を主とした倍散

薬  剤  名 髄副・Wi・Wl・Wl・．1・QWi・5Wl判定
1U倍散

コイテン散

メチルエフェドリソ

ピサチソ散

フエノバリン

ネオドリソS散

レスタミン散

ソラ  ソ

ナルコチン散

塩酸パパベリソ

メジコソ散

フェ，ノハルヒタール

マクニソ末

サントニン
100倍散

アレルギン散

パパフイリン

トロピソ散

ワゴスチグミン散
’1 e oe fg散

硫酸アFロピソ

レセルピン

ジギトキシ散

烏 居

富 士

藤 沢

日本新薬

富 士

コーワ

第 一

幅 野

武 田

塩野義

藤 永

藤 沢

大日本

三 共

山之内

武 田

塩野義

住 友

鳥 居

8

40

183

28

82

o

6

21

22

162

o

5

25

30

3

231

262

157

161

1！9

o

o

94

o

o

o

5

o

1

24

o

o

1

5

o

181

7

223

o

o

o

o

12

o

o

o

o

o

2

o

o

o

o

o

o

30

9

！2

o

n

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

2e

6

4

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

e

o

e

o

C

c

B
o l C

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

B

D
c
C

c

B

D
c

C

C

C

B

B

B

B

B

その病院で使用していたタンニンサンアルブミン

に多数のコナダニ類が発生しており，それを服用

したための腸ダニ症であることが剣明した．

 先にも述べた通り，酵母製剤を主体とした薬品

にコナダニ類が発生した報告は数多く見られてき

たが，この点に注目しわれわれの教室では，最も

普通に見出されるケナガコナダニを使用して約1

20種類の薬剤につき実験的にその繁殖状況を観察

した．条件として至適と老えられる25。C，湿度85

％RHを用い，各種薬剤各々39をとり，その中

に約300匹つつのダニを入れた．剣定基準として

はA，B，C，D，の4段階を設定し， A．は高度の増

殖あるもの（500per O．59以上）， Bは軽度の増

殖がみられるもの（50～400per O．5gr）， Cは増

殖は見られないが2週間以上生存が認められるも

の（49per O．59以下）， Dは直ちに死滅し2週間

後にその生存が認められないものとした．すなわ

ちDはコナダニ類の繁殖に適さない，別の角度か

らいうとコナダニ類の心配のない薬品ということ

ができるものである．

 薬品中無機製剤のものでは表の如く好適な薬品

類はなく， ミョウバン，珪酸アルミニウム，：水酸

化アルミゲル等が到定Cで他はDであつた．有機

製剤では，無機塩類である蔭セリ，乳酸カルシウ
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ム等がCで，有機生薬剤になる1とベラドンナエキ・1．

ス，ロートエキス，サーピナメ100等は到定Bと

ダニの繁殖押見ら．れる管内で，：ゲンチアナ，、フス

タギンジホ．ミカ土キスう；ルチ：ンC等は〔｝i．ttハッ

カ，大黄，カンゲル等は：Dで安全な薬剤である♂

 腸内殺菌剤ではうクトミンがBで危瞼性ある薬

剤の他は1ビオbモサン，エマホルム卜いずれも

その到定はDであった．葉緑素製剤については3、

種類ともコナダニ類の繁殖には．不適格な薬剤であ

った．

 酵素製剤ではエビオスを始め，ガスタミン散，

プ門門ミラーゼ，ジアスターゼ，リパ「ゼ，パン

クレアチン等いずれもAの鋼定で，その中に多数

のコナダニが見られた．酵素製剤中，此較的ダF

の繁殖に不適格と思われるものは，検査物のうち

ではトロンボーゲン，ヘバト一疋末であった．

 蛋白アミノ酸製剤についてほ，いままでの報告

と同様に，タンニンサンアルブミンは多数のダニ

の繁殖があり適合薬品であることがあらためて到

明した．甲状腺末，チオクタン，グロンサン末等

もコナダニ類の発生に適した薬品であった．但し

この中でグルタミン酸のみはDの到定であった．

 ビタミン剤については，特にビタミン：Bを含む

ものはダニの繁殖に適応しており，次いでビタミ

ンK剤に繁殖を認めた．

 サルファ剤ではスルファイソミジンが比較的繁

殖によく，他はいずれも不適合であった．

 抗．生物質製剤では，クロロマイセチン，パラキ

シンのパルミテート製剤がBの判定を得た．この

他では，他の薬剤の賦形剤としてよく使用される

乳糖はBで繁殖に適したものであった．

 以上の結果をまとめると，酵素製剤および一部

の蛋白製剤にはコナダニ類の高度の繁殖が認めら

れ，上記の一部薬剤と，澱粉，乳糖などの混入す

る錠剤，散剤の大部分には軽度の繁殖が見られ

た．逆に殺虫作用を示す判定Dの薬品には無機，

有機の中に多くの薬品が認められた．

       ：コナダニ類の防除

 わが国におけるコナダニ類の繁殖についての研

究は，近年に到りようやく活溌となって来たが，

ダニ類はその種類も驚ろくほど多く，種類による

住み分けの違いも多種多様にわたっており，この

．事よりその繁殖の条件も若干の差異があり，これ

等を全般に亘って検討するには到っていない状態

で？まぎま、だ未知の分野が数多・く残されている現

状である．特に普通に見出されるケナガコナダ

ニJ．サトウダニ，ホシカダニ，ニクダニ等の数種

類の研究が始められたばかりである．

 コナダニ類の駆除には，以上述べた繁殖条件を

不適当にすることが最も簡便な方法で、まず器物

の密閉を行なうこと，．乾燥すなわち水分含量をも

含めての湿度を低くすること，この事は食品薬品

を扱う上に是非とも必要なことである．最近では

この点に主眼がおかれ，シルカゲル等がよく使用

され，また食品ではポリエチレン等の試材による

密閉が完全に途行されるようになってきた．この

他では殺虫剤による駆除，節足動物類による生物

学的な駆除法も考えられるが，．これ等についての

厳密な姿料は現在の日本では未だ乏しい現状であ

る．

 われわれとしては繁殖条件の検討より出発し，

一刻も早くコナダニ類の発生発育を阻止し得る完

全な防除を確立すべく，今後の研究をつ》“けて行

く決心でいる次第である．
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